
(57)【要約】

【課題】有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）画素回路を駆

動する方法を提供すること。

【解決手段】この方法は、画素回路（２００）の状態設

定時にＯＬＥＤ（２２０）の端子に第１の信号（Ｖｄｄ

１）を印加すること、および状態を表示する時にその端

子に第２の信号（Ｖｄｄ２）を印加することを含む。こ

の方法を用いる、ＯＬＥＤ画素回路用のドライバ（２３

５）も提供される。

【選択図】図２

JP 2004-531772 A 2004.10.14



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） 画 素 回 路 を 駆 動 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 画 素 回 路 の 状 態 設 定 時 に 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 端 子 に 第 １ の 信 号 を 印 加 す る こ と 、 お よ び
前 記 状 態 を 表 示 す る 時 に 前 記 端 子 に 第 ２ の 信 号 を 印 加 す る こ と
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 信 号 に よ り 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が オ フ に な る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 信 号 に よ り 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 逆 バ イ ア ス 状 態 に な る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ の 信 号 に よ り 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 順 バ イ ア ス 状 態 に な る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 状 態 が 電 流 駆 動 に よ り 設 定 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ２ の 信 号 に 対 す る 前 記 第 １ の 信 号 の デ ュ ー テ ィ ・ フ ァ ク タ を 変 え る こ と を さ ら に 含
む 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 画 素 回 路 が 複 数 の 画 素 回 路 の １ つ で あ り 、 前 記 複 数 の 画 素 回 路 の 各 々 の 端 子 に 前 記 第
１ の 信 号 お よ び 前 記 第 ２ の 信 号 を 印 加 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） 画 素 回 路 用 ド ラ イ バ で あ っ て 、
ス イ ッ チ を 備 え 、
前 記 画 素 回 路 の 状 態 設 定 時 に 、 前 記 ス イ ッ チ が 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 端 子 に 第 １ の 信 号 を 指 し 向
け 、 か つ
前 記 状 態 を 表 示 す る 時 に 、 前 記 ス イ ッ チ が 前 記 端 子 に 第 ２ の 信 号 を 指 し 向 け る
ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ の 信 号 に よ り 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が オ フ に な る 請 求 項 ８ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 １ の 信 号 に よ り 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 逆 バ イ ア ス 状 態 に な る 請 求 項 ８ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 ２ の 信 号 に よ り 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 順 バ イ ア ス 状 態 に な る 請 求 項 ８ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 状 態 が 電 流 駆 動 に よ り 設 定 さ れ る 請 求 項 ８ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ス イ ッ チ が 、 前 記 第 ２ の 信 号 に 対 す る 前 記 第 １ の 信 号 の デ ュ ー テ ィ ・ フ ァ ク タ を 変 え
る よ う に 制 御 さ れ る 請 求 項 ８ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 画 素 回 路 が 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 、 ポ リ シ リ コ ン お よ び 結 晶 シ リ コ ン か ら な る 群
か ら 選 択 さ れ る 材 料 で 構 成 さ れ る 請 求 項 ８ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 画 素 回 路 が 、 １ つ の ト ラ ン ジ ス タ に よ り 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 流 れ る 電 流 を 供 給 す る 請 求 項
８ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 ス イ ッ チ が 前 記 第 ２ の 信 号 を 前 記 端 子 に 指 し 向 け る 時 、 前 記 ト ラ ン ジ ス タ が 飽 和 領 域
で 動 作 す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 画 素 回 路 が 複 数 の 画 素 回 路 の １ つ で あ り 、 前 記 ス イ ッ チ が 前 記 複 数 の 画 素 回 路 の 各 々
の 端 子 に 前 記 第 １ の 信 号 お よ び 前 記 第 ２ の 信 号 を 指 し 向 け る 請 求 項 ８ に 記 載 の ド ラ イ バ 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） 画 素 回 路 、 よ り 詳 細 に は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 を
供 給 す る Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ス ト レ ス の 影 響 を 最 少 化 す る 、 画 素 回 路 駆 動 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） の 画 素 に は 、 電 流 が 流 さ れ た 時 に 発 光 す る 様 々 な 有 機 材
料 の 何 れ か が 利 用 さ れ う る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ は 配 列 さ れ て ア レ イ と な っ た 複 数 の Ｏ
Ｌ Ｅ Ｄ 画 素 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
大 型 、 大 画 面 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ を 実 現 す る １ つ の 方 法 は 、 ア ク テ ィ ブ ・ マ ト リ ッ ク
ス 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） の バ ッ ク プ レ ー ン を 用 い る こ と で あ る 。 ヘ ッ ド ・ マ ウ ン ト
・ デ ィ ス プ レ イ お よ び 小 さ な 携 帯 電 話 用 の 直 視 型 デ ィ ス プ レ イ で さ え 、 バ ッ ク プ レ ー ン と
し て ポ リ シ リ コ ン も し く は 結 晶 シ リ コ ン を 用 い う る 。 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン ・ フ ラ ッ ト
・ パ ネ ル 技 術 に お け る 投 資 の 点 で 、 よ り 大 き な Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ を 作 る た め の バ ッ ク
プ レ ー ン 技 術 と し て 、 ポ リ シ リ コ ン （ ｐ － Ｓ ｉ ） ま た は 結 晶 シ リ コ ン （ ｃ － Ｓ ｉ ） に 対 抗
し て 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン （ ａ － Ｓ ｉ ） を 用 い る こ と に 関 心 が 持 た れ て い る 。 大 面 積
の 結 晶 シ リ コ ン ・ バ ッ ク プ レ ー ン は 、 ア モ ル フ ァ ス も し く は ポ リ シ リ コ ン ほ ど コ ス ト 的 に
有 利 で は な い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン は 、 ２ つ の 理 由 で 、 ポ リ シ リ コ ン も し く は 結 晶 シ リ コ ン で は 得 ら
れ る よ う な 相 補 型 素 子 を も た な い 。
（ １ ） ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン ・ フ ラ ッ ト ・ パ ネ ル ・ デ ィ ス プ レ イ （ Ｆ Ｐ Ｄ ） の 製 造 で は
、 ポ リ シ リ コ ン に 比 べ て 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ・ ス テ ッ プ 数 が 少 な く 、 従 っ て 低 コ ス ト の
た め 、 ｎ － チ ャ ネ ル 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ ） の み が 使 用 可 能 で あ る 。
（ ２ ） ｐ － チ ャ ネ ル 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｐ Ｆ Ｅ Ｔ ） は 、 作 製 可 能 で あ る が 、 ｎ － チ ャ
ネ ル 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ ） よ り 、 移 動 度 す な わ ち ド リ フ ト に よ る 電 荷 移 動 が
実 質 的 に 小 さ く （ 約 ５ 分 の １ な い し １ ０ 分 の １ ） 、 従 っ て 駆 動 電 流 が 少 な い 。 通 常 の 製 造
ラ イ ン で は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ は 、 約 ０ ． ５ な い し １ ． ０ ｃ ｍ ２ ／ Ｖ ／ ｓ ｅ ｃ の 平 均 移 動 度 を も つ
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 処 理 さ れ る 方 式 の た め に 、 通 常 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ で 構 成 さ れ た 電 流 源 で Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 駆
動 す る こ と は 可 能 で な い 。 通 常 の ア ク テ ィ ブ ・ マ ト リ ッ ク ス ・ ア ド レ ス 指 定 方 式 で は 、 電
圧 信 号 が 各 画 素 の 明 る さ を 制 御 す る た め に 各 画 素 に 書 き 込 ま れ る 。 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ
ン の 、 移 動 度 な ら び に し き い 値 電 圧 お よ び 移 動 度 の 安 定 性 は 、 小 さ な 容 量 性 負 荷 に 電 気 的
に は 似 て い る ね じ れ ネ マ チ ッ ク 液 晶 を 駆 動 す る の に 適 し て お り 、 こ の 場 合 、 駆 動 電 圧 は ０
． １ ％ な い し ０ ． ０ ０ １ ％ の 範 囲 の デ ュ ー テ ィ ・ サ イ ク ル で 印 加 さ れ る 。 し か し 、 動 作 に
連 続 電 流 を 必 要 と す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 駆 動 で は 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン の 動 作 電 圧 は 、 実 質
的 に か な り の 時 間 、 例 え ば １ ０ ０ ％ に 達 す る デ ュ ー テ ィ ・ サ イ ク ル で ゼ ロ ー で な い 。 高 い
電 圧 と 連 続 電 流 は ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン Ｔ Ｆ Ｔ に 激 し く ス ト レ ス を 加 え る 。 特 に 、 ゲ ー
ト ・ ソ ー ス の 電 圧 ス ト レ ス が 、 ト ラ ッ プ さ れ た 電 荷 、 な ら び に ゲ ー ト 絶 縁 体 － 半 導 体 の 界
面 お よ び Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 層 で の 欠 陥 状 態 の 生 成 と 分 子 結 合 の 切 断 な ど の 他 の 効 果 に よ り 、
し き い 値 電 圧 の 変 動 を 引 き 起 こ す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
Ｔ Ｆ Ｔ の し き い 値 電 圧 が 変 わ る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ を 流 れ る 電 流 が 変 わ る で あ ろ う 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 光
出 力 は 電 流 に 比 例 す る の で 、 電 流 が 変 わ る と Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 明 る さ も 変 わ る 。 観 察 者 は 画 素 間
の 光 出 力 の １ ％ の 小 さ な 変 化 を 感 知 で き る 。 ５ ％ の レ ベ ル の 大 き な 輝 度 の 変 動 は 通 常 、 許
容 不 可 能 と 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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図 １ は 、 小 さ な ａ － Ｓ ｉ バ ッ ク プ レ ー ン ・ デ ィ ス プ レ イ 試 験 体 に 用 い ら れ る 、 従 来 技 術 の
画 素 回 路 １ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。 回 路 １ ０ ０ に は Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ １ お よ び Ｑ １ ０ ２ 、 キ ャ
パ シ タ Ｃ ｓ １ １ ０ な ら び に Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ １ お よ び Ｃ ｓ １ １ ０ は 画 素 電 圧 を 蓄 え る 。 ゲ ー ト 線 １ ２ ５ の 高 い 電 圧 レ ベ
ル が Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ １ を オ ン に す る こ と に よ り 、 デ ー タ 線 １ ３ ０ か ら Ｃ ｓ １ １ ０ へ 電 圧 を
供 給 す る 。 あ る 時 間 の 後 に 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ の ゲ ー ト 電 圧 は デ ー タ 線 １ ３ ０ の 電 圧 と 同
じ に な り 、 ゲ ー ト 線 １ ２ ５ の 電 圧 が 低 く 設 定 さ れ る 。 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ は 電 圧 フ ォ ロ ア と
し て 動 作 し て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ を 駆 動 す る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ を 流 れ る 電 流 は 供 給 電 圧 Ｖ ｄ
ｄ か ら 供 給 さ れ 、 供 給 電 圧 Ｖ ｓ ｓ に 戻 る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ が 駆 動 さ れ る と 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １
０ ２ の し き い 値 電 圧 （ Ｖ ｔ ） は 時 間 ｔ と 共 に 変 化 す る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ に か か る 電 圧 は 、
Ｖ ｄ ｄ － Ｖ ｃ ｓ － Ｖ ｇ ｓ （ ｔ ） － Ｖ ｓ ｓ
で あ り 、 Ｖ ｃ ｓ 　 　 　 ＝ Ｃ ｓ １ １ ０ に か か る 電 圧 、
Ｖ ｇ ｓ （ ｔ ） ＝ 時 間 ｔ の 関 数 と し て の 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 、
お よ び
Ｖ ｓ ｓ 　 　 　 ＝ 負 の 供 給 電 圧 す な わ ち Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の カ ソ ー ド 電 圧
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ は 、 ド レ イ ン ・ ソ ー ス 電 圧 が Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ 以 上 で あ る 、 飽 和 ま た は 一 定
電 流 領 域 に バ イ ア ス さ れ て い る の で 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ ま た は Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ を 流 れ る 電
流 は （ Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ） ２ に 比 例 す る 。 結 果 と し て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ に か か る 電 圧 お よ び Ｏ
Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ を 流 れ る 電 流 は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ の し き い 値 電 圧 （ Ｖ ｔ ） が 変 わ る と 変 化
す る 。 画 素 間 の 駆 動 履 歴 の 違 い で 、 画 素 間 の 電 流 お よ び 輝 度 に 違 い が 生 じ る 。 こ れ は 、 画
素 差 分 エ ー ジ ン グ と し て 知 ら れ て い る 。 動 作 に 連 続 電 流 を 求 め ら れ る Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ の
し き い 値 変 動 は 、 多 く の 用 途 で 許 容 で き な い と 考 え ら れ て い る 。 し か し 、 そ の 飽 和 領 域 で
動 作 す る Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ の ス ト レ ス は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ が 、 ド レ イ ン ・ ソ ー ス 電 圧 ＜
Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ で あ る そ の 線 形 領 域 に バ イ ア ス さ れ て い る 場 合 よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ａ － Ｓ ｉ の Ｔ Ｆ Ｔ の バ ッ ク プ レ ー ン と 共 に 使 用 す る 場 合 、 １ つ の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ 、 す な わ ち Ｎ Ｆ
Ｅ Ｔ １ ０ ２ だ け が 電 源 Ｖ ｄ ｄ か ら 、 供 給 電 圧 Ｖ ｓ ｓ に 接 続 さ れ て い る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ へ と
接 続 さ れ て い る の で 、 回 路 １ ０ ０ に は 比 較 的 小 さ い 電 力 と 電 圧 が 必 要 と さ れ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
１ ２ ０ の 電 流 は １ つ の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ を 通 っ て 流 れ る だ け な の で 、 電 源 Ｖ ｄ ｄ と Ｖ ｓ ｓ の 電 圧 差
は 最 小 に 、 す な わ ち 最 大 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ 電 圧 お よ び Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ が 飽 和 領 域 に 入 っ
て 動 作 す る た め の ド レ イ ン ・ ソ ー ス 電 圧 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
回 路 １ ０ ０ の 類 似 回 路 で は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ １ お よ び Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ が そ れ ぞ れ 、 ポ リ
シ リ コ ン も し く は 結 晶 シ リ コ ン 技 術 で は 用 い る こ と が で き る 、 Ｐ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ １ お よ び Ｐ
Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ に 置 き 換 え ら れ る 。 Ｐ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ は 、 電 圧 フ ォ ロ ア 電 流 源 と し て 動 作
す る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ を 流 れ る 電 流 が 、 Ｖ ｇ ｓ ＝ Ｖ ｃ ｓ で 、 （ Ｖ ｃ ｓ － Ｖ ｔ ） ２ に 比 例 す
る の で 、 Ｐ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ １ ０ ２ の し き い 値 電 圧 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ へ の 電 流 に 一 層 大 き な 影 響
が あ る 。 相 互 コ ン ダ ク タ ン ス が 大 き い 結 晶 シ リ コ ン が 用 い ら れ る 場 合 、 画 素 寸 法 が 通 常 非
常 に 小 さ い の で １ ０ ０ ／ ｃ ｄ ／ ｍ ２ の 程 度 の 明 る さ レ ベ ル で Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ２ ０ を 駆 動 す る の
に 十 分 な だ け 小 さ い 電 流 を 生 成 す る よ う に 、 電 圧 Ｖ ｇ ｓ は Ｖ ｔ よ り 小 さ く な け れ ば な ら な
い で あ ろ う 。 サ ブ ス レ シ ョ ル ド 領 域 で の し き い 値 電 圧 の 変 動 は 、 し き い 値 電 圧 が ６ ０ ミ リ
ボ ル ト 変 化 す る 毎 に １ 桁 の 大 き さ の 電 流 変 化 が あ る の で 、 す な わ ち ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ
ン 電 流 － ゲ ー ト 電 圧 の 逆 サ ブ ス レ シ ョ ル ド ・ ス ロ ー プ 、 す な わ ち 約 ６ ０ ｍ Ｖ ／ １ ０ 進 電 流
、 に よ り 規 定 さ れ る よ う に 、 ド レ イ ン 電 流 の 変 動 に 一 層 大 き な 影 響 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 電 流 を 供 給 す る Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ス ト レ ス の 影 響 を 最 小 化 す る た め 、 画 素 回 路 に 蓄 え
ら れ る 電 圧 の 書 き 込 み に 電 流 駆 動 が 用 い ら れ る 。 日 本 、 〒 １ ４ １ － ０ ０ ０ １ 、 東 京 都 品 川
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区 北 品 川 ６ － ７ － ３ ５ の ソ ニ ー （ 株 ） は 、 対 角 １ ３ イ ン チ 、 ８ ０ ０ × ６ ０ ０ カ ラ ー ・ ア ク
テ ィ ブ ・ マ ト リ ッ ク ス Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ Ａ Ｍ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 ポ リ シ リ コ ン の
カ レ ン ト ・ ミ ラ ー 画 素 を 示 し た 。 ソ ニ ー の 回 路 は 、 T. Sasaoka外 、 ” A 13.0-inch AM-OLE
D Display with top emitting structure and adaptivecurrent mode programmed pixel 
circuit (TAC)” 、 2001 SID International Symposium Digest of Technical Papers、 vo
lumeXXXII、 p384-387に 発 表 さ れ た 。 ソ ニ ー の 回 路 で は 、 そ の デ ー タ 線 上 の デ ー タ は 電 圧
で は な く 電 流 の 形 態 で あ る 。 し か し 、 ソ ニ ー の 回 路 は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の し き い
値 の 変 動 を 補 正 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ポ リ シ リ コ ン を 用 い る ４ Ｐ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ 回 路 が 、 R.M. A. Dawson外 、 ” The impact
 of the transient response of organic light emitting diodeson the design of acti
ve matrix OLED displays” 、 IEDM、 p875-878、 1998に 記 載 さ れ た よ う に 、 ニ ュ ー ジ ャ ー
ジ ー 州 ０ ８ ５ ４ ３ － ５ ３ ０ ０ 、 ワ シ ン ト ン ・ ロ ー ド ・ プ リ ン ス ト ン ２ ０ １ の サ ー ノ フ 社 に
よ り 開 発 さ れ た 。 サ ー ノ フ の 回 路 は 、 デ ー タ 線 電 流 を 用 い て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る ト ラ ン
ジ ス タ の 電 流 を 直 接 設 定 す る 。 し か し 、 回 路 は ポ リ シ リ コ ン を 必 要 と し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ と 電 源
の 間 に 直 列 に ２ つ の ト ラ ン ジ ス タ を 用 い 、 さ ら に 高 解 像 度 デ ィ ス プ レ イ の ダ ー ク ・ グ レ ー
・ ス ケ ー ル 機 能 の た め に 使 用 さ れ る 第 ３ の 入 力 制 御 信 号 を も つ 。 第 ３ の 入 力 制 御 は 画 素 回
路 の 物 理 的 設 計 お よ び ア レ イ 設 計 の 複 雑 さ を 増 大 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
代 替 の ４ ポ リ シ リ コ ン ・ ト ラ ン ジ ス タ 構 成 が 、 T. van de Biggelaar外 、 ” Passive and a
ctivematrix addressed polymer light emitting diode displays” 、 Flat Panel Displa
y Technology and Display Metrology II of the Proceedingsof the SPIE、 Vol.4295、 p
134-146、 2001に 記 載 さ れ る よ う に 、 オ ラ ン ダ 、 ア イ ン ト ホ ー フ ェ ン ５ ６ ５ ６ Ａ Ａ の フ ィ
リ ッ プ ス ・ リ サ ー チ に よ り 開 発 さ れ た 。 こ の 構 成 は 、 サ ー ノ フ の 回 路 の 第 ３ の 入 力 制 御 信
号 を 無 く し て い る が 、 や は り 電 源 と Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 間 に 直 列 に ２ つ の ト ラ ン ジ ス タ を 用 い る 。
第 ３ の 入 力 を 無 く し た た め に 、 ダ ー ク ・ グ レ ー ・ ス ケ ー ル 機 能 が あ る 高 解 像 度 デ ィ ス プ レ
イ に そ れ を 使 用 で き な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
デ ー タ 線 電 流 を 用 い 、 ４ つ の ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ を 用 い る 類 似
の 回 路 が 、 ミ シ ガ ン 州 ４ ８ １ ０ ９ 、 ア ン ・ ア ー バ ー の ミ シ ガ ン 大 学 に よ り 、 よ り 詳 細 に は
、 Yi He外 、 ” Current-source a-Si:H thin film transistor circuit for active-matri
x organiclight-emitting displays” 、 IEEE Electron DeviceLetters、 vol.21、 No.12、
p590-592、 2000に よ り 発 表 さ れ た 。 こ の 回 路 の １ つ の 限 界 は 、 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ が 、 Ｏ
Ｌ Ｅ Ｄ 電 流 生 成 ト ラ ン ジ ス タ と 直 列 に 、 電 源 へ 接 続 さ れ て い る こ と で あ る 。 こ の 画 素 回 路
は ま た 、 ダ ー ク ・ グ レ ー ・ ス ケ ー ル 機 能 が あ る 高 解 像 度 デ ィ ス プ レ イ に 用 い ら れ な い で あ
ろ う 。
【 非 特 許 文 献 １ 】
T. Sasaoka外 、 ” A 13.0-inch AM-OLED Display with top emitting structure and adap
tivecurrent mode programmed pixel circuit (TAC)” 、 2001 SID International Sympos
ium Digest of Technical Papers、 volumeXXXII、 p384-387
【 非 特 許 文 献 ２ 】
R.M. A. Dawson外 、 ” The impact of the transient response of organic light emitti
ng diodeson the design of active matrix OLED displays” 、 IEDM、 p875-878、 1998
【 非 特 許 文 献 ３ 】
T. van de Biggelaar外 、 ” Passive and active matrix addressed polymer light emitt
ing diodedisplays” 、 Flat Panel DisplayTechnology and Display Metrology II of th
e Proceedings of the SPIE、 Vol.4295、 p134-146、 2001
【 非 特 許 文 献 ４ 】
Yi He外 、 ” Current-source a-Si:H thin film transistorcircuit for active-matrix o
rganic light-emitting displays” 、 IEEE Electron Device Letters、 vol.21、 No.12、 p
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590-592、 2000
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） 画 素 回 路 を 駆 動 す る 方 法 を 提 供 す る 。 本 発 明
は ま た 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 画 素 回 路 の ド ラ イ バ を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 方 法 は 、 画 素 回 路 の 状 態 設 定 時 に Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 端 子 に 第 １ の 信 号 を 印 加 す る こ と 、 お よ
び 状 態 を 表 示 す る 時 に 端 子 に 第 ２ の 信 号 を 印 加 す る こ と を 含 む 。 前 記 ド ラ イ バ は 、 画 素 回
路 の 状 態 設 定 時 に 第 １ の 信 号 を Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 端 子 に 伝 え る ス イ ッ チ 、 お よ び 状 態 を 表 示 す る
時 に 端 子 に 第 ２ の 信 号 を 伝 え る ス イ ッ チ を 含 む 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 を 供 給 す る Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の ス ト レ ス の 影 響 を 最 少 化 す る 、 画 素 回
路 の 駆 動 技 術 を 提 供 す る 。 画 素 回 路 に 蓄 え ら れ る 電 圧 の 書 き 込 み に 、 電 流 駆 動 が 用 い ら れ
る 。 回 路 は Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 の し き い 値 変 動 を 補 正 す る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 電 流 は １ 個 の ト ラ ン ジ ス タ を
通 っ て 流 れ 、 同 時 に 、 高 解 像 度 デ ィ ス プ レ イ で ダ ー ク ・ グ レ ー ・ ス ケ ー ル 機 能 を 可 能 に す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ は 、 本 発 明 に 従 っ て 駆 動 さ れ る 画 素 回 路 ２ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。 デ ー タ 線 電 流 を 用 い
、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 流 れ る 電 流 を 、 し き い 値 電 圧 ま た は 移 動 度 の 変 動 に 適 応 で き る ３ Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ 回
路 を 用 い て 、 正 確 に 設 定 す る こ と が で き る 。 回 路 ２ ０ ０ に は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ １ 、 Ｑ ２ ０
２ お よ び Ｑ ２ ０ ３ 、 デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ２ １ ０ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ な ら び に ス イ ッ チ
２ ３ ５ が 含 ま れ る 。 回 路 ２ ０ ０ に は 、 ゲ ー ト 線 ２ ３ ０ 、 デ ー タ 線 ２ ４ ０ 、 お よ び 供 給 電 圧
Ｖ ｄ ｄ お よ び Ｖ ｓ ｓ も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ス イ ッ チ ２ ３ ５ は 、 画 素 回 路 ２ ０ ０ の 状 態 設 定 時 に 、 第 １ の 信 号 （ Ｖ ｄ ｄ １ ） を Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
２ ２ ０ の ア ノ ー ド 端 子 に 印 加 、 す な わ ち 指 し 向 け 、 状 態 を 表 示 す る 時 に ア ノ ー ド 端 子 に 第
２ の 信 号 （ Ｖ ｄ ｄ ２ ） を 印 加 す る よ う に 動 作 す る 。 「 状 態 設 定 」 は 、 画 素 回 路 ２ ０ ０ に デ
ー タ を 書 き 込 む こ と を 、 ま た 「 状 態 を 表 示 す る 」 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ の 発 光 を 観 察 す る こ
と を 表 す 。 ス イ ッ チ ２ ３ ５ に よ り 、 回 路 ２ ０ ０ へ の デ ー タ の 書 き 込 み で は 、 Ｖ ｄ ｄ は ロ ー
、 す な わ ち Ｖ ｄ ｄ １ に 設 定 さ れ 、 ま た 回 路 ２ ０ ０ の デ ー タ を 提 示 ま た は 表 示 す る た め に 、
ハ イ 、 す な わ ち Ｖ ｄ ｄ ２ に 設 定 さ れ る 。 Ｖ ｓ ｓ は 一 定 の 電 位 ま た は 電 圧 に 保 た れ る 。 ス イ
ッ チ ２ ３ ５ は 任 意 の 適 切 な ス イ ッ チ ン グ 素 子 で よ い が 、 好 ま し く は 、 ト ラ ン ジ ス タ を 用 い
た 電 気 制 御 ス イ ッ チ と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ゲ ー ト 線 ２ ３ ０ の 高 い 電 圧 が 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ １ お よ び Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ２ を オ ン に し 、 一
方 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ は オ フ で あ る 、 す な わ ち 全 く 発 光 し て い な い 状 態 で 、 デ ー タ 線 ２ ４ ０ へ
の 電 流 の 形 態 の デ ー タ が 、 回 路 ２ ０ ０ に 書 き 込 ま れ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ は 、 Ｖ ｄ ｄ １ が 、
＜ Ｖ ｓ ｓ ＋ ２ Ｖ で あ る 時 は オ フ で あ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ に か か る 電 圧
が ２ Ｖ 以 下 で あ る 時 、 オ フ で あ り 、 実 質 的 に 非 導 通 で あ る と 考 え ら れ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０
の ア ノ ー ド へ の Ｖ ｄ ｄ １ の 印 加 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ を 実 質 的 に 非 導 通 に す る が 、 こ れ は 順
バ イ ア ス ま た は 逆 バ イ ア ス の い ず れ で も よ い 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ が オ フ の 時 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２
０ を 流 れ る 電 流 は 非 常 に 小 さ い の で 、 回 路 ２ ０ ０ の 動 作 に 影 響 を 与 え な い 。 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２
０ １ の オ ン 状 態 に よ り 、 電 流 す な わ ち デ ー タ が 、 デ ー タ 線 ２ ４ ０ か ら 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ２
お よ び Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ の ド レ イ ン に 流 れ る 。 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ２ の オ ン 状 態 は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ
Ｑ ２ ０ ３ の ド レ イ ン お よ び ゲ ー ト 端 子 を 互 い に 接 続 し 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ の ド レ イ ン お よ
び ゲ ー ト 電 圧 を 等 し く さ せ る 。 こ の こ と に よ り 、 確 実 に 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ は 、 そ の ド レ
イ ン ・ ソ ー ス 電 圧 が 、 ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 － し き い 値 電 圧 以 上 で あ る 、 そ の 飽 和 ま た は 定
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電 流 領 域 に あ る こ と に な る 。 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ２ の オ ン 状 態 は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ２ が い か な
る 電 流 も 流 さ な く な り 、 か つ Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ の ド レ イ ン ・ ソ ー ス 電 流 が 、 デ ー タ 線 ２ ４
０ へ の デ ー タ ま た は 電 流 に 一 致 す る ま で 、 デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ２ １ ０ を 充 電 ま た は
放 電 す る 。 デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ２ １ ０ に か か る 電 圧 は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ の ゲ ー ト
・ ソ ー ス 電 圧 を 維 持 す る 。 こ の こ と に よ り 、 ゲ ー ト 線 ２ ３ ０ が ロ ー で 飽 和 領 域 で 動 作 す る
時 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ の ド レ イ ン ・ ソ ー ス 電 流 が 、 ゲ ー ト 線 ２ ３ ０ が ハ イ で あ っ た 時 デ ー
タ 線 ２ ４ ０ に 流 さ れ た 電 流 と 、 実 質 的 に 等 し く な る 。 ゲ ー ト 線 ２ ３ ０ が ロ ー に 設 定 さ れ る
と 、 デ ー タ 線 ２ ４ ０ へ の 電 流 を 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ を 流 れ る ド レ イ ン ・ ソ ー ス 電 流 を 変 更
す る こ と な く 、 任 意 の 他 の 値 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ゲ ー ト 線 ２ ３ ０ の 低 い 電 圧 は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ １ お よ び Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ２ を オ フ に す る 。
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ の ア ノ ー ド へ の Ｖ ｄ ｄ ２ の 印 加 に よ り 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ が オ ン に な る 、 す
な わ ち 発 光 す る 。 こ こ で 、 ス イ ッ チ ２ ３ ５ に よ り 、 Ｖ ｄ ｄ は ハ イ に 、 Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ ＋ Ｖ ｏ
ｌ ｅ ｄ （ 最 大 ） ＋ Ｖ ｓ ｓ よ り 大 き い 電 圧 Ｖ ｄ ｄ ２ に な っ て 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ の ド レ イ ン
・ ソ ー ス 電 圧 が 確 実 に 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ の ピ ン チ ・ オ フ 電 圧 Ｖ ｇ ｓ － Ｖ ｔ よ り 大 き く な
る 。 Ｖ ｏ ｌ ｅ ｄ （ 最 大 ） は 、 最 大 動 作 輝 度 で の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ の 電 圧 で あ る 。 仮 に ゲ ー ト
線 ２ ３ ０ の ロ ー へ の ス イ ッ チ ン グ お よ び Ｖ ｄ ｄ の Ｖ ｄ ｄ ２ へ の ス イ ッ チ ン グ に よ る 容 量 カ
ッ プ リ ン グ 効 果 が な け れ ば 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ に は 、 デ ー タ 線 ２ ４ ０ か ら の 元 の 電 流 に 一
致 す る 電 流 が 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ を 通 し て 流 入 す る で あ ろ う 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ を 流 れ る 電 流
は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ を 流 れ る ド レ イ ン ・ ソ ー ス 電 流 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ゲ ー ト 線 ２ ３ ０ が ロ ー に な る と 、 Ｑ ２ ０ ２ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 容 量 は 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ２
１ ０ の 電 圧 を 下 げ よ う と す る 。 Ｖ ｄ ｄ が ハ イ に な る と 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ の 容 量 は 、 Ｎ Ｆ Ｅ
Ｔ Ｑ ２ ０ ３ の ド レ イ ン 端 子 電 圧 を 上 げ る 傾 向 が あ り 、 そ の ド レ イ ン ・ ゲ ー ト 容 量 は 、 記 憶
キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ２ １ ０ の 電 圧 を 上 げ よ う と す る 。 ゲ ー ト 線 ２ ３ ０ と 供 給 電 圧 Ｖ ｄ ｄ は 逆 向
き に 変 わ る の で 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ２ お よ び Ｑ ２ ０ ３ の チ ャ ネ ル 幅 と 長 さ を 注 意 深 く 設 計 す
る こ と で 、 組 み 合 わ さ っ た カ ッ プ リ ン グ を 完 全 に ゼ ロ ー に す る こ と が 可 能 で あ る 。 デ ー タ
の 書 き 込 み と 表 示 の 駆 動 方 法 、 お よ び 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ２ １ ０ へ の 、 組 み 合 わ さ っ た 容
量 電 圧 カ ッ プ リ ン グ は 、 デ ィ ス プ レ イ の 全 て の 画 素 で 同 じ で あ る か ら 、 デ ー タ 線 ２ ４ ０ へ
の デ ー タ す な わ ち 電 流 を 変 更 す る こ と に よ り 、 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ２ １ ０ へ の 、 こ の 組 み
合 わ さ っ た 容 量 電 圧 カ ッ プ リ ン グ を 相 殺 す る 、 す な わ ち 補 正 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
回 路 ２ ０ ０ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ の ア ノ ー ド が 、 供 給 電 圧 Ｖ ｄ ｄ へ の 接 続 に よ り 他 の Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ の ア ノ ー ド （ 示 さ れ て い な い ） と 共 通 で あ る 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ０ の 共 通 ア ノ ー ド 構 成 を 組
み 込 ん で い る 。 こ う し て 、 ス イ ッ チ ２ ３ ５ は 複 数 の 画 素 回 路 の ア ノ ー ド 端 子 へ Ｖ ｄ ｄ １ ま
た は Ｖ ｄ ｄ ２ を 選 択 的 に 指 し 向 け る 。 一 般 に 、 共 通 ア ノ ー ド Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 構 成 の 製 造 は 共 通 カ
ソ ー ド Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 構 成 よ り 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 有 機 層 へ の 電 子 お よ び ホ ー ル の 効 率 的 な 注 入 の た め に 、 仕 事 関 数 す な わ ち 、 最 高
被 占 有 分 子 軌 道 （ Ｈ Ｏ Ｍ Ｏ ） と 最 低 非 占 有 分 子 軌 道 （ Ｌ Ｕ Ｍ Ｏ ） の エ ネ ル ギ ー に 一 致 す る
真 空 エ ネ ル ギ ー ・ レ ベ ル と フ ェ ル ミ ・ エ ネ ル ギ ー ・ レ ベ ル の エ ネ ル ギ ー 差 を も つ ア ノ ー ド
お よ び カ ソ ー ド 材 料 を 選 択 す る こ と が 、 極 め て 重 要 で あ る 。 典 型 的 な 仕 事 関 数 は ア ノ ー ド
で ４ ～ ５ ｅ Ｖ 、 カ ソ ー ド で ２ ． ７ ～ ５ ． ３ ｅ Ｖ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
効 率 を よ り 大 き く す る た め に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ア ノ ー ド 材 料 は 、 隣 接 す る 有 機 層 の Ｈ Ｏ Ｍ Ｏ へ の
効 率 的 な ホ ー ル の 注 入 を 容 易 に す る た め に 、 仕 事 関 数 の 大 き い 導 体 で な け れ ば な ら ず 、 一
方 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の カ ソ ー ド 材 料 は 、 隣 接 す る 有 機 層 の Ｌ Ｕ Ｍ Ｏ へ の 効 率 的 な 電 子 注 入 を 行 う
た め に 仕 事 関 数 の 小 さ い 導 体 で な け れ ば な ら な い 。 仕 事 関 数 の 大 き い 金 属 は 、 イ ン ジ ウ ム
・ ス ズ 酸 化 物 Ｉ Ｔ Ｏ 、 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 Ｉ Ｚ Ｏ 、 ニ ッ ケ ル Ｎ ｉ な ど で あ り 、 通 常 、 ア
ノ ー ド 電 極 と 有 機 ホ ー ル 輸 送 層 と の 間 の 界 面 に お い て 界 面 酸 化 物 処 理 を 受 け る 。 界 面 酸 化
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物 処 理 は 、 与 え ら れ た ア ノ ー ド 電 極 で の 仕 事 関 数 障 壁 を 、 確 実 に 可 能 な 最 高 の 高 さ に す る
も の で 、 処 理 業 界 に お け る い く つ か の 手 段 、 例 え ば １ 分 な い し 数 分 の 酸 素 Ｏ ２ プ ラ ズ マ 処
理 に よ り そ れ を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
対 照 的 に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ カ ソ ー ド 材 料 は 、 仕 事 関 数 の 小 さ い 金 属 導 体 、 例 え ば 、 フ ッ 化 リ チ ウ
ム Ｌ ｉ Ｆ 、 カ ル シ ウ ム Ｃ ａ 、 マ グ ネ シ ウ ム 金 Ｍ ｇ Ａ ｕ な ど で な け れ ば な ら ず 、 有 機 層 界 面
で の 導 体 電 極 の 如 何 な る 酸 化 も 電 子 注 入 効 率 を 低 下 さ せ る 。 上 面 ま た は 下 面 発 光 構 造 が 可
能 で あ る が 、 処 理 は 、 ア ノ ー ド 材 料 と 有 機 層 界 面 の 酸 化 物 処 理 が 、 有 機 層 お よ び カ ソ ー ド
材 料 が 存 在 す る 前 に 終 え ら れ る と 、 ず っ と 簡 単 で あ る 。 共 通 の カ ソ ー ド を 用 い る と 、 有 機
層 を 堆 積 さ せ た 後 、 ア ク テ ィ ブ 画 素 領 域 の パ タ ー ン 形 成 の 必 要 が な い の で 、 処 理 は さ ら に
簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ３ は 、 本 発 明 に 従 い 、 共 通 カ ソ ー ド 構 造 を 組 み 込 む 画 素 回 路 ３ ０ ０ の 概 略 図 で あ る 。 デ
ー タ 線 電 流 を 用 い 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 流 れ る 電 流 を 、 し き い 値 電 圧 ま た は 移 動 度 の 変 動 に 適 応 で
き る ３ Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ 回 路 で 正 確 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
回 路 ３ ０ ０ は 、 フ ロ ー テ ィ ン グ 電 流 源 ／ シ ン ク 回 路 構 成 を 組 み 込 ん で い る 。 回 路 ３ ０ ０ に
は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ １ 、 Ｑ ３ ０ ２ お よ び Ｑ ３ ０ ３ 、 デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ３ １ ０ 、 Ｏ
Ｌ Ｅ Ｄ ３ ２ ０ な ら び に ス イ ッ チ ３ ２ ５ が 含 ま れ る 。 回 路 ３ ０ ０ に は 、 ゲ ー ト 線 ３ ３ ０ お よ
び デ ー タ 線 ３ ４ ０ も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ス イ ッ チ ３ ２ ５ に よ り 、 供 給 電 圧 Ｖ ｓ ｓ が 、 回 路 ３ ０ ０ に デ ー タ を 書 き 込 む た め に 、 ハ イ
、 す な わ ち Ｖ ｓ ｓ ２ に 設 定 さ れ 、 回 路 ３ ０ ０ に 書 き 込 ま れ た デ ー タ を 表 示 す る た め に 、 ロ
ー 、 す な わ ち Ｖ ｓ ｓ １ に 設 定 さ れ る 。 正 の 供 給 電 圧 Ｖ ｄ ｄ は 、 一 定 に 保 た れ る 。 ス イ ッ チ
３ ３ ５ は 、 任 意 の 適 切 な ス イ ッ チ ン グ 素 子 で よ い が 、 好 ま し く は 、 ト ラ ン ジ ス タ を 用 い た
電 気 制 御 ス イ ッ チ と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ゲ ー ト 線 ３ ３ ０ の 電 圧 が ハ イ に な っ た 時 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ １ お よ び Ｑ ３ ０ ２ が オ ン に な る
。 Ｖ ｓ ｓ は ハ イ に 、 す な わ ち ＞ Ｖ ｄ ｄ － ２ Ｖ で あ る 電 圧 Ｖ ｓ ｓ ２ に 設 定 さ れ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
３ ２ ０ の カ ソ ー ド に Ｖ ｓ ｓ ２ を 印 加 す る こ と に よ り 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ ２ ０ が オ フ に な り 、 全 く
発 光 し な い 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ ２ ０ が オ フ の 時 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ ２ ０ を 流 れ る 電 流 は 非 常 に 小 さ い の
で 、 回 路 ３ ０ ０ の 動 作 に 影 響 を 与 え な い 。 電 流 の 形 態 の デ ー タ が デ ー タ 線 ３ ４ ０ か ら 流 入
す る 、 す な わ ち 取 り 出 さ れ る 。 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ ２ は 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ ３ の ゲ ー ト を Ｖ ｄ ｄ
に 接 続 し 、 電 流 が デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ３ １ ０ を 通 し て 流 れ る こ と を 止 め 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ
Ｑ ３ ０ ３ を 通 し て だ け 流 れ る 時 に 、 確 実 に 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ ３ を 飽 和 領 域 で 動 作 さ せ る 。
Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ ３ は 電 流 源 と し て 動 作 し 、 デ ー タ 線 ３ ４ ０ か ら 流 入 し て い る 電 流 に 一 致 す
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
Ｖ ｏ ｌ ｅ ｄ （ 最 大 ） を 最 大 輝 度 で の 発 光 時 に Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ ２ ０ に か か る 電 圧 と し て 、 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ ３ ２ ０ の カ ソ ー ド に 、 あ る 電 圧 ＜ Ｖ ｄ ｄ － Ｖ ｇ ｓ ＋ Ｖ ｔ － Ｖ ｏ ｌ ｅ ｄ （ 最 大 ） 、 Ｖ ｓ ｓ
１ を 印 加 す る こ と に よ り 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ ２ ０ が オ ン に な る 、 す な わ ち 発 光 す る 。 ゲ ー ト 線 ３
３ ０ の 電 圧 が ロ ー に な り 、 Ｖ ｓ ｓ が ロ ー の Ｖ ｓ ｓ １ に 設 定 さ れ て Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ ３ が 飽 和
領 域 （ Ｖ ｄ ｄ － Ｖ ｇ ｓ ＋ Ｖ ｔ － Ｖ ｏ ｌ ｅ ｄ ） に あ る こ と が 確 実 で あ る 時 に 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３
０ ３ の ド レ イ ン ・ ソ ー ス 電 流 は Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ ２ ０ を 通 っ て 流 れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ゲ ー ト 線 ３ ３ ０ が ロ ー に 設 定 さ れ る と 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ ２ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 容 量 は 、 デ ー
タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ３ １ ０ の 電 圧 を 下 げ よ う と す る 。 ゲ ー ト 線 ３ ３ ０ が ロ ー に 設 定 さ れ
る と 、 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ １ の ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 容 量 は 、 デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ３ １ ０ の
電 圧 を 上 げ よ う と す る 。 Ｖ ｓ ｓ が ロ ー の Ｖ ｓ ｓ １ に 設 定 さ れ る と 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ ２ ０ の 容 量
お よ び Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ ３ の ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 容 量 は 、 デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ３ １ ０ の
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電 圧 を 上 げ よ う と す る 。 Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ １ 、 Ｑ ３ ０ ２ お よ び Ｑ ３ ０ ３ の チ ャ ネ ル の 長 さ お
よ び 幅 の 注 意 深 い 設 計 に よ り 、 デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ３ １ ０ の 電 圧 カ ッ プ リ ン グ を ゼ
ロ ー に す る こ と が 可 能 で あ る 。 デ ー タ の 書 き 込 み と 表 示 の 駆 動 方 法 、 お よ び 記 憶 キ ャ パ シ
タ Ｃ ｓ ３ １ ０ へ の 、 組 み 合 わ さ っ た 容 量 電 圧 カ ッ プ リ ン グ は 、 デ ィ ス プ レ イ の 全 て の 画 素
で 同 じ で あ る か ら 、 デ ー タ 線 ３ ４ ０ か ら 取 り 出 さ れ た デ ー タ す な わ ち 電 流 を 変 更 す る こ と
に よ り 、 記 憶 キ ャ パ シ タ ３ １ ０ へ の 、 組 み 合 わ さ っ た 容 量 電 圧 カ ッ プ リ ン グ を 相 殺 す る 、
す な わ ち 補 正 す る こ と も で き る 。 デ ー タ 記 憶 キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ３ １ ０ お よ び Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０
３ を 、 基 準 の 供 給 電 圧 が な い フ ロ ー テ ィ ン グ 電 流 源 と 考 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 表 示 を 効 果 的 に 短 縮 し て 、 画 素 を 大 き な 書 き 込 み 電 流 で 書 き 込 め る
よ う に す る 。 こ の よ う な 回 路 は 、 ８ ビ ッ ト ・ グ レ ー ・ ス ケ ー ル 動 作 を 制 御 す る こ と が 望 ま
し い 。 こ れ を 実 現 す る た め に は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 電 流 は 少 な く と も ２ 桁 は 変 化 す る 必 要 が あ ろ う
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
画 素 回 路 に 電 流 を 適 切 に 書 き 込 む た め に 、 低 グ レ ー ・ レ ベ ル の 電 流 で デ ー タ 線 の 容 量 を 充
電 ま た は 放 電 す る の に 要 す る 時 間 は 、 高 解 像 度 デ ィ ス プ レ イ に お け る ゲ ー ト 線 オ ン 時 間 よ
り 長 く な り う る 。 １ つ の 解 決 策 は 、 よ り 大 き な 電 流 を デ ー タ 線 に 使 い 、 画 素 回 路 の デ ー タ
表 示 時 間 を 短 縮 す る こ と で あ る 。 図 ２ の 供 給 電 圧 Ｖ ｄ ｄ が 、 ハ イ の Ｖ ｄ ｄ ２ に 設 定 さ れ て
い る 時 間 を 調 節 す る こ と に よ り 、 ま た 図 ３ の 供 給 電 圧 Ｖ ｓ ｓ が 、 ロ ー の Ｖ ｓ ｓ １ に 設 定 さ
れ て い る 時 間 を 調 節 す る こ と に よ り 、 表 示 時 間 を 調 節 す る こ と が で き る 。 従 来 技 術 に 示 さ
れ る よ う な 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ お よ び 第 ３ の 画 素 回 路 入 力 信 号 が 無 い の は 、 こ の 様 に し て
で あ る 。 こ の こ と は 、 従 来 技 術 で 用 い ら れ る 第 ４ の ト ラ ン ジ ス タ で の 電 圧 降 下 が 無 く な っ
て い る の で 、 電 源 電 圧 お よ び 電 力 消 費 を 減 ら す 助 け と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
複 数 の 画 素 を も つ デ ィ ス プ レ イ で は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ へ の 電 源 接 続 、 回 路 ２ ０ ０ の Ｖ ｄ ｄ 、 回 路
３ ０ ０ の Ｖ ｓ ｓ は 、 そ の デ ィ ス プ レ イ の 全 て の 画 素 で 同 一 の 接 続 で あ る 。 し か し 、 各 々 が
別 の ス イ ッ チ 、 回 路 ２ ０ ０ で は ス イ ッ チ ２ ３ ５ 、 回 路 ３ ０ ０ で は ス イ ッ チ ３ ２ ５ を も ち 、
各 々 が 個 別 の 表 示 タ イ ミ ン グ を も つ 複 数 の 接 続 に 、 Ｖ ｄ ｄ ま た は Ｖ ｓ ｓ の 接 続 を 分 け る と
有 用 で あ り う る 。 例 え ば 、 表 示 時 刻 を 互 い に ず ら し て 、 分 散 さ せ 、 ピ ー ク 、 す な わ ち 最 大
の Ｖ ｄ ｄ お よ び Ｖ ｓ ｓ 電 流 を 減 ら す こ と が で き る 。 電 流 が 小 さ く な る と 、 Ｖ ｄ ｄ ま た は Ｖ
ｓ ｓ の 配 電 の 電 圧 降 下 が 減 少 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
通 常 の 動 作 電 圧 に よ る 、 回 路 ２ ０ ０ の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ １ お よ び Ｑ ２ ０ ２ な ら び に 回 路 ３ ０
０ の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ １ お よ び Ｑ ３ ０ ２ へ の 電 気 的 ス ト レ ス は 、 ア ク テ ィ ブ ・ マ ト リ ッ ク ス
液 晶 デ ィ ス プ レ イ の そ れ と 同 様 で あ る 。 こ れ ら の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ は 、 デ ュ ー テ ィ ・ フ ァ ク タ が 非
常 に 小 さ い 電 気 的 ス イ ッ チ と し て 機 能 す る 。 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 回 路 に 比 べ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ に 電 流 を 供 給 す る Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ 、 回 路 ２ ０ ０ の Ｑ ２ ０ ３ お よ び 回 路 ３ ０ ０ の Ｑ ３ ０ ３ 、 の ス
ト レ ス の 影 響 を 最 少 化 す る 。 本 発 明 で は 、 デ ー タ 書 き 込 み 時 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を オ フ に す る だ け
で な く 、 回 路 ２ ０ ０ の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ お よ び 回 路 ３ ０ ０ の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ３ ０ ３ の 、 ド レ イ
ン ・ ソ ー ス お よ び ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 電 圧 極 性 を 変 え る よ う に 、 回 路 ２ ０ ０ の Ｖ ｄ ｄ １ 電 圧
お よ び 回 路 ３ ０ ０ の Ｖ ｓ ｓ ２ 電 圧 を 設 定 す る こ と が で き る 。 極 性 の 反 転 は 、 ゲ ー ト ・ ド レ
イ ン 酸 化 物 お よ び ド レ イ ン ・ ソ ー ス ・ チ ャ ネ ル 領 域 に ト ラ ッ プ さ れ た 電 荷 を 取 り 除 く 助 け
と な る 。 回 路 ２ ０ ０ の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ 、 お よ び 回 路 ３ ０ ０ の Ｑ ３ ０ ３ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス
電 圧 極 性 を 反 転 さ せ る こ と も 可 能 で あ る こ と が 認 め ら れ る で あ ろ う 。 書 き 込 み 時 、 回 路 ２
０ ０ の デ ー タ 線 ２ ４ ０ に Ｖ ｓ ｓ よ り 小 さ い 電 圧 、 あ る い は 回 路 ３ ０ ０ の デ ー タ 線 ３ ４ ０ に
Ｖ ｄ ｄ よ り 大 き い 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る 。 回 路 ２ ０ ０ の Ｎ Ｆ Ｅ Ｔ Ｑ ２ ０ ３ 、 お よ び
回 路 ３ ０ ０ の Ｑ ３ ０ ３ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 電 圧 を 反 転 す る た め の 、 デ ー タ 線 上 の 電 圧 の 書 き
込 み は 、 前 の 画 素 状 態 の 表 示 後 で 、 画 素 に 次 の 状 態 を 書 き 込 む 前 に 行 わ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 、 ポ リ シ リ コ ン ま た は 結 晶 シ リ コ ン で 、 回 路 ２ ０ ０ お よ び ３ ０ ０
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を 実 現 す る こ と が で き る 。 回 路 ２ ０ ０ お よ び 回 路 ３ ０ ０ を 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 素 子 を 使 用 す る よ う
に 容 易 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
様 々 な 代 替 と 変 更 が 当 分 野 の 技 術 者 に よ り 考 案 さ れ う る こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 本 発
明 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 内 に あ る 、 こ の よ う な 代 替 、 変 更 お よ び 変 形 形 態 の 全 て を 包
含 す る と 解 釈 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 画 素 回 路 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 従 っ て 、 共 通 ア ノ ー ド が 駆 動 さ れ る 画 素 回 路 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 従 っ て 、 共 通 カ ソ ー ド が 駆 動 さ れ る 画 素 回 路 の 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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摘要(译)

一种用于驱动有机发光二极管（OLED）像素电路的方法。 当设置像素
电路（200）的状态时，该方法将第一信号（Vdd1）施加至OLED
（220）的端子，而在显示状态时，将第二信号（Vdd1）施加至OLED的
端子。 包括Vdd2）。 还提供了使用该方法的用于OLED像素电路的驱动
器（235）。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/abfcc610-dda9-4c85-8190-4546c3d9d1d5
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/023158179/publication/JP2004531772A?q=JP2004531772A

